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(百万円未満切捨て)

１．2023年10月期第１四半期の業績（2022年11月１日～2023年１月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年10月期第１四半期 263 － 54 － 45 － 37 －

2022年10月期第１四半期 － － － － － － － －
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年10月期第１四半期 7.21 6.74

2022年10月期第１四半期 － －
　

(注)１．当社は、2022年10月期第1四半期については四半期財務諸表を作成していないため、2022年10月期第1四半期
の数値及び2023年10月期第1四半期の対前年同四半期の増減率については記載しておりません。

２．2023年10月期第1四半期の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、当社株式が2022年11月25日に
東京証券取引所グロース市場に上場したため、新規上場日から当第1四半期会計期間の末日までの平均株価
を期中平均株価とみなして算定しております。

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年10月期第１四半期 2,969 860 29.0

2022年10月期 1,880 224 12.0
(参考) 自己資本 2023年10月期第１四半期 860百万円 2022年10月期 224百万円

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年10月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2023年10月期 －

2023年10月期(予想) 0.00 － 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　
　

３．2023年10月期の業績予想（2022年11月１日～2023年10月31日）

(％表示は、対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,174 43.7 255 205.3 225 199.5 188 151.2 35.06

(注)１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
　

２．１株当たり当期純利益は、2022年11月24日に払込完了した公募(ブックビルディング方式による募集)による新
株式の発行に伴う公募増資分660,000株及び2022年12月27日に払込完了した大和証券株式会社が行うオーバーア
ロットメントによる当社株式の売出しに関連して同社を割当先とする第三者割当増資分154,300株を考慮して算
出しております。

　　



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年10月期１Ｑ 5,434,300株 2022年10月期 4,620,000株

② 期末自己株式数 2023年10月期１Ｑ －株 2022年10月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年10月期１Ｑ 5,175,378株 2022年10月期１Ｑ 4,620,000株
　

(注)当社は、2022年10月期第１四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、2022年10月期第１四半
期の期中平均株式数を記載しておりません。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として保証するものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績の予想に関する注意事項等については添付資料２ページ
「1.当四半期決算に関する定性的情報 (3)業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

　

　　



ｔｒｉｐｌａ株式会社(5136) 2023年10月期 第１四半期決算短信

1

○添付資料の目次

　

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………………２

２．四半期財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………３

（１）四半期貸借対照表 ……………………………………………………………………………………３

（２）四半期損益計算書 ……………………………………………………………………………………４

（３）四半期財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………………５

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………５

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………５

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………………５

　

　



ｔｒｉｐｌａ株式会社(5136) 2023年10月期 第１四半期決算短信

2

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、資源高や円安等を背景に物価高が進むとともに、新型コロナウイルス

感染症の拡大が継続しましたが、経済活動の持ち直しが進みました。

　当社のホスピタリティソリューション事業と関連性がある宿泊業界においては、新型コロナウイルス感染症の拡大の

継続下においても宿泊者数の回復に向かいました。観光庁の統計によると、当第１四半期累計期間における延べ宿泊者

数（訪日外国人旅行者を含む）は、新型コロナウイルス感染症拡大前の2019年の同月と比較し、95%まで回復いたしまし

た。内訳としては、日本人の宿泊者数は104%となり2019年を上回った一方、訪日外国人の宿泊者数においては58%に留ま

りました。ただ、訪日外国人の宿泊者数については回復していく方向に向かっており、2022年10月期が7%であったこと

と比較すると、大きく改善しております。なお、延べ宿泊者数については、国土交通省観光庁の発表する数値に基づき

集計しております。

　新型コロナウイルス感染症によって生活様式の変化を強いられていた状況から正常化へ向けて進行する中、当社ホス

ピタリティソリューション事業においては、顧客価値向上のため、前事業年度に引き続き、主要サービスである

「tripla Book」及び「tripla Bot」、2022年10月期にローンチした宿泊業界特化型のCRM・MAツールである「tripla

Connect」、宿泊施設にて活用可能なQRコード決済サービスツールである「tripla Pay」の機能改善を行うとともに、新

サービスの開発に注力いたしました。tripla Bookの機能改善として、株式会社ホワイト・ベアーファミリーが提供する

ダイナミックパッケージとの連携を開始いたしました。また、施設数を積み上げる営業活動に注力いたしました。

　このような取り組みの結果、tripla Bookの施設数は、当第１四半期累計期間において、前事業年度末より149施設増

の1,769施設、tripla Botの施設数は、当第１四半期累計期間において、前事業年度末より44施設増の1,132施設となり

ました。また、取扱高・GMV（Gross Merchandise Value）も、当第１四半期累計期間において、前年同四半期比93.8%増

の12,670百万円となりました。

　以上の結果、当第１四半期累計期間の営業収益は263,667千円となりました。利益面については、営業利益は54,256千

円、経常利益は45,936千円、四半期純利益は37,291千円となりました。

　なお、当社はホスピタリティソリューション事業の単一セグメントであるため、セグメント毎の記載はしておりませ

ん。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

(資産)

　当第１四半期会計期間における資産合計は、前事業年度末に比べ1,089,057千円増加し、2,969,841千円となりまし

た。流動資産は1,085,716円増加し、2,934,704千円となりました。主な要因は、現金及び預金の増加1,089,000千円で

あり、tripla Bookにおける宿泊代金の決済の増加等による預り金の増加488,230千円、株式上場時の公募増資と第三

者割当増資等によるものであります。固定資産は3,341千円増加し、35,136千円となりました。

(負債)

　当第１四半期会計期間における負債合計は、前事業年度末に比べ453,211千円増加し、2,109,240千円となりまし

た。流動負債は460,882千円増加し1,909,542千円となりました。主な要因は、tripla Bookにおける宿泊代金の決済の

増加等による預り金の増加488,230千円となります。固定負債は前事業年度末に比べ7,671千円減少し、199,698千円と

なりました。

(純資産)

　当第１四半期会計期間における純資産合計は、前事業年度末に比べ635,845千円増加し、860,600千円となりまし

た。主な要因は公募増資と第三者割当増資による資本金及び資本準備金の増加599,324千円、四半期純利益37,291千円

の計上による増加であります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第１四半期累計期間の業績は、概ね計画通りに推移しているため、通期の業績予想については、前回発表予想か

ら修正はございません。今後の事業環境の推移や業績の進捗を注視し、見直しが必要と判断した場合には速やかに開

示いたします。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2022年10月31日)

当第１四半期会計期間
(2023年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,676,653 2,765,654

売掛金（純額） 120,460 105,503

棚卸資産 199 1,001

前払費用 11,674 18,205

その他 39,999 44,340

流動資産合計 1,848,988 2,934,704

固定資産

有形固定資産

建物附属設備（純額） 1,211 1,186

工具、器具及び備品（純額） 5,477 5,966

有形固定資産合計 6,689 7,152

投資その他の資産

破産更生債権等（純額） 0 0

繰延税金資産 21,785 20,982

その他 3,320 7,000

投資その他の資産合計 25,105 27,983

固定資産合計 31,795 35,136

資産合計 1,880,783 2,969,841

負債の部

流動負債

１年内返済予定の長期借入金 26,391 27,822

未払金 30,188 23,088

未払費用 3,973 3,791

未払法人税等 22,157 11,514

前受金 5,626 12,013

預り金 1,322,775 1,811,006

その他 37,546 20,306

流動負債合計 1,448,659 1,909,542

固定負債

長期借入金 207,369 199,698

固定負債合計 207,369 199,698

負債合計 1,656,028 2,109,240

純資産の部

株主資本

資本金 388,750 688,412

資本剰余金 769,485 1,069,148

利益剰余金 △933,481 △896,960

株主資本合計 224,754 860,600

純資産合計 224,754 860,600

負債純資産合計 1,880,783 2,969,841
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
当第１四半期累計期間
(自 2022年11月１日
　至 2023年１月31日)

営業収益 263,667

営業費用 209,410

営業利益 54,256

営業外収益

受取利息 25

雑収入 130

営業外収益合計 155

営業外費用

支払利息 101

為替差損 2,626

上場関連費用 5,747

営業外費用合計 8,475

経常利益 45,936

特別利益

固定資産処分益 40

特別利益合計 40

特別損失

固定資産処分損 92

特別損失合計 92

税引前四半期純利益 45,885

法人税、住民税及び事業税 7,791

法人税等調整額 802

法人税等合計 8,594

四半期純利益 37,291
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2022年11月25日付で東京証券取引所グロース市場に上場いたしました。当社は株式上場にあたり、

2022年11月24日を払込期日とする公募増資により、新株式660,000株の発行を行い、資本金及び資本準備金がそれ

ぞれ242,880千円増加いたしました。

　また、大和証券株式会社が行うオーバーアロットメントによる当社株式の売出しにあたり、2022年12月27日を

払込期日とする同社を割当先とする第三者割当増資により、新株式154,300株の発行を行い、資本金及び資本準備

金がそれぞれ56,782千円増加致しました。

　これらの結果、資本金及び資本準備金はそれぞれ688,412千円、588,412千円となっております。

（セグメント情報等）

　当社は、ホスピタリティソリューション事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　


